
65歳以上の者の参加している学習活動

65

○何らかの学習活動に参加している65歳以上の者は、28.4%
○学習した内容については、「家政・家事（料理・裁縫・家庭経営など）」
（12.0％）、「芸術・文化」（10.6％）、「パソコンなどの情報処理」
（10.4％）などとなっている。



直近１年間の主な学習内容

66

○直近１年間の月１日以上の学習
内容について、40代・50代で
は「仕事に必要な知識・技能や
資格に関すること」が最多。

○60代以上では、「健康やス
ポーツに関すること」が最多。
「音楽や美術、レク活動などの
趣味に関すること」も多い。

○60代では、「インターネット
の知識・技能に関すること」も
多い。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



直近１年間に学習を行った理由
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○直近１年間で学習を行った理由
について、40代～60代では
「現在または当時の仕事におい
て必要性を感じたため」が最多。

○70代以上では「健康の維持・
増進のため」が最多。60代以
上では「人生を豊かにするた
め」も多い。

○その他、70代以上では「他の
人との親睦を深めたり、友人を
得たりするため」「地域や社会
における活動に生かすため」も
多い。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



今後学習を行いたい場所や形態

68

○今後学習を行いたい場所や形態
について、40代～60代では
「インターネット」が最も多く、
「書籍や雑誌など」が続く。
60代では「公民館など公的な
機関の講座や教室」も多い。

○70代以上では、「公民館など
公的な機関の講座や教室」が最
多。「テレビやラジオ」「同行
者が自主的に行っている集まり、
サークル活動」も多い。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



生涯学習について行政が力を入れるべきこと

69

○生涯学習を盛んにしていくため
に国や地方自治体が力を入れる
べきことについて、40代・50
代では「インターネットを利用
したオンライン学習の充実」
「知識・技能習得や資格取得に
対する経済的支援」との回答が
多い。

○60代以上では、「公民館等の
開放などの学習のための施設の
増加」が最多となっている。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



社会人になった後の学校における学び直しの状況
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○40代以上の社会人になった後の学校における学び直しの状況について、「正
規課程／短期の講座で学び直しをした、またはしている」と答えた層は、総
じて各年代の１割未満にとどまっている。

○40代の約４割、50代・60代の約３割が「これまでないが、今後は学び直し
をしてみたい」との意向を持っている。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



社会人になった後の学校における学び直しの理由
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○40代以上の社会人になった後
の学校における学び直しの理由
について、40代では「就職や
転職のために必要性を感じたた
め」、50代・60代では「現在
または当時の仕事において必要
性を感じたため」が最多。

○70代以上では「人生を豊かに
するため」が最多。「教養を深
めるため」「自由時間を有効に
活用するため」「他の人との親
睦を深めたり、友人を得たりす
るため」も多い。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



社会人が学校で学びやすくするために必要な取組
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○社会人が学校で学びやすくする
ために必要な取組について、
40代以上の全ての年齢層で
「学費の負担などに対する経済
的な支援」との回答が最多。

○40代・50代では「仕事などと
両立がしやすい短期プログラム
の充実」「土日祝日や夜間など
の開講時間の配慮」も多い。

○60代以上では「学習のプログラ
ムなどの情報を得る機会の拡
充」「テレビなどで受講できる
プログラムの拡充」も多い。

（出典）内閣府「生涯学習に関する世論調査」（令和４年７月）



65歳以上の者の社会的な活動への参加状況
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○65歳以上の社会活動への参加は近年増加。



年齢と社会参加活動の参加状況
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○社会参加活動をしている者は、60代では約４割、70代以上では男女共に５
割を超えている。

（注）「社会参加活動」とは、地域におけるボランティア活動、NPO活動、町内会・自治会・PTAなどの地縁的活動、その他の市民活動。        
（出所）令和５年版厚生労働白書より引用



65歳以上の者の社会活動への参加状況
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○社会活動への参加状況を見ると、「健康・スポーツ（体操、歩こう会、ゲー
トボール等）」が25.8％、「趣味（俳句、詩吟、陶芸等）」が14.9％など
となっている。



社会活動に参加して良かったと思うこと
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○社会活動に参加して良かったと思うことは、「生活に充実感ができた」が約
５割で最も多く、次いで「新しい友人を得ることができた」が約４割となっ
ている。

。



社会参加活動をしない主な理由
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○社会参加活動をしない理由として、「気軽に参加できる活動が少ないから」
が70代では３割強と最も多く、60代でも２割強となっている。また、年代
を問わず「どのような活動が行われているか知らないから」が約２～３割と
なっている。

（注）「社会参加活動」とは、地域におけるボランティア活動、NPO活動、町内会・自治会・PTAなどの地縁的活動、その他の市民活動。         
（出所）令和５年版厚生労働白書より引用



インターネット利用率
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○インターネット利用率は、年齢階層が上がるにつれて低下するものの、60歳
以上で近年上昇が見られる。

（出所）総務省「通信利用動向調査」より内閣府作成



65歳以上の者の住居形態
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○65歳以上の者の８割以上が持ち家に居住しているが、約１割は賃貸住宅に
居住。



年代別持ち家率の推移
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○持ち家率は、近年、20～50代で減少傾向。

年代別持ち家率の推移

（出所）第１回住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関する検討会参考資料より引用



使用目的のない空き家の数
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○居住目的のない空家はこの20年で約２倍となっており、今後更に増加の見込み。
（2030年には470万戸と推計）

（出所）国土交通省「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律」概要資料より引用



高齢者の入居相談の理由

82（出典）第１回住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関する検討会資料３より引用

○高齢者の入居相談（居住支援法人に寄せられた入居相談）の理由についてみ
ると、「家賃負担の増大」「退院や施設からの退所」「現在居住している民間
賃貸住宅の取り壊し」等が多い。



高齢者等の入居に対する大家等の意識

83

（出所）第５回住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関する検討会資料３より引用

（出典）第１回住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関する検討会資料３より引用



高齢者の入居に際し、大家等が求める居住支援策

84（出典）第１回住宅確保要配慮者に対する居住支援機能等のあり方に関する検討会資料３より引用

○高齢者の世帯については、「見守りや生活支援」「死亡時の残存家財処理」
「家賃債務保証の情報提供」のニーズが大きい。



日常生活におけるバリアフリーの進捗状況
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○60代、70代の６割強が、日常生活におけるバリアフリーがあまり進んでいな
い、または、ほとんど進んでいないと回答しており、他の年代よりも高い。

（出所）内閣府「令和５年度バリアフリー・ユニバーサルデザインに関する意識調査」



交通事故死者数に占める65歳以上の割合等
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○交通事故死者数に占める高齢者の割合は増加傾向にある。



75歳以上の運転者による死亡事故件数

87

○75歳以上の運転者による死亡事故件数は令和２年に掛けて減少したが、その
後は増加傾向。
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運転免許証の自主返納をしなかった理由
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○70歳以上で、運転免許証の自主返納を考えたことがあるが、自主返納しな
かった理由として、「車がないと生活が不便だから」が75.1％となっている。

（出所）警察庁「高齢者の特性等に応じたきめ細かな対策の強化に向けた運転免許制度の在り方等に関する調査研究」
（平成31年３月）より引用
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65歳以上の者の刑法犯被害認知件数

○65歳以上の刑法犯被害認知件数は減少傾向。
○一方、全被害認知件数に占める65歳以上の者の被害認知件数の割合（右目盛
り）は上昇傾向。
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特殊詐欺の認知件数・被害総額の推移

○特殊詐欺の認知件数・被害総額は、足下では共に増加傾向。

平成25 26 27 28 29 30 令和元 2 3 4 5

（2013） （2014） （2015） （2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2023）

11,998 13,392 13,824 14,154 18,212 17,844 16,851 13,550 14,498 17,520 19,033

5,396 5,557 5,828 5,753 8,496 9,145 6,725 2,272 3,085 4,278 3,946
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資料：警察庁統計による。令和５年の数値は暫定値である。

認知件数（件）

（注）特殊詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面することなく信頼させ、指定した預貯金口座への振込みその他の方法により、不特定多数の者から現金等をだまし取る犯罪（現金等を脅し取る恐喝及び
キャッシュカード詐欺盗を含む。）の総称。キャッシュカード詐欺盗は平成30年から統計を開始。預貯金詐欺は従来オレオレ詐欺に包含されていた犯行形態を令和２年１月から新たな手口として分類した。
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契約当事者が65歳以上の消費生活相談件数

○全国の消費生活センター等に寄せられた契約当事者が65歳以上の消費生活
相談件数は、足下では減少傾向。
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市町村における個別避難計画の策定状況

○市町村における個別避難計画の策定状況をみると、「全部策定済」は全体の
8.7％。

（出所）内閣府・消防庁「個別避難計画の策定等に係る進捗状況の把握について（令和５年11月）」



成年後見制度の利用者数の推移
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○成年後見制度の利用者数の推移は、各類型（成年後見、保佐、補助、任意
後見）で増加している。



老後の生活に関する不安（60代以上）

94

○老後の生活に関してどのようなことに不安を感じるかについて、「移動が困難
になる」と回答した人の割合は、人口規模が小さい市町村では7割弱に上る。

（出所）国土交通白書2020



地域における将来の高齢者の介護や
生活支援に対する不安なこと

95

○地域における将来の高齢者の介護や生活支援に対する不安なこととして、「老
後に一人で生活することになる」が３割弱となっている。

（出所）「地域社会の暮らしに関する世論調査（令和２年度）」（内閣府） 



65歳以上の者の孤独感

96

○65歳以上の者で、自分は取り残されていると感じることが「時々ある」又は
「常にある」との回答、自分は他の人たちから孤立していると感じることが
「時々ある」又は「常にある」との回答はそれぞれ約２割となっている。




